
保健所と市町村による事例検討の効果 

～小児慢性特定疾病医療受給者全ケースの事例検討を実施して～  

○平田藍１）、工藤裕子１）、武田靖子１）、瀧口俊一１）  

 １）中央保健所  
 

Ⅰ はじめに  

 管内の小児慢性特定疾病医療受給者（以下：小慢受給者）は令和 5 年 3 月末時点で 3５

名である。担当者はもとより、組織的にも、年に 1 回の更新申請時に、約 1 年ぶりに再会

した保護者や、保健所との関わりが薄かった長期小慢受給者に対する情報収集や関係構築

について難しさがあると感じた。このことから、小慢受給者の関係機関と情報共有を行い、

個別支援の優先度について検討したいと考え、町と全ケース検討を実施した。  

Ⅱ 実際の取組  

１．対象とする町の選定 

 管内の町ごとに小慢受給者の分析を行った。「重症認定者」「医療的ケアを受けている

児」「進行性の疾患を持つ児」「保健所が要支援であると判断している児」ともに A 町の

方が高い割合であった。このことから、今回の全事例検討を行う町を A 町に選定した。  

２．事例検討会の開催  

 目的：関係機関との情報共有、支援の優先度の決定、優先度の高い個別事例の支援方

針の検討  

 方法：ライティングシートを用いた事例検討（図 1） 

 参加者：  

  

 
 
 
 

事例検討の概要：  

第１回  対象者は、A 町の小慢受給者計 8 名で、検討結果は表 1 のとおりである。  

      

 

 

 

 

 

 

 
 
 

第 2 回  対象者は、第１回検討会で個別避難計画策定が必要と判断した F,G,H である。 

第 1 部：F,G…災害時個別避難計画を保健所と町が共同で策定し、保護者及び関係者

の意見を踏まえ、修正をする。  

第 2 部：H …本人と保護者の意向を支援者が把握できていない状況である。信頼関

係の構築を行いながら、本人と保護者の意向を加味した個別避難計画

を策定する。 



 ３．インタビュー調査の実施  

目的：事例検討会の効果の検討、事例検討会の今後の展望を検討するための材料とする。  

結果：保健所と町それぞれから出された意見については、表 2 のとおりである。  

Ⅲ 考察・今後の取組  

 まず、本事例検討会の個人への効果について考える。  

町と検討したことによる効果は、保健所では把握しきれない多くの情報を入手し、情報

の整理とアセスメント、その後のフォロー（各機関の役割分担、同行訪問、個別ケース検

討等）まで町と共同で行えることであると考える。  

また、全事例の検討をしたことによる効果は、支援の方向性について改めて見直す機会

ができたことであると考える。今回、検討した事例の中には、保健所や町による支援の方

向性について再検討する必要のあるものもあった。日本看護協会は、事例検討会の要素の

１つとして、「本人・家族を中心に考え、新しい様々な視点から、具体的で多様な支援策を

見出す」１）こととしている。本事例検討会を通して、受給者本人についてより詳しく知っ

たことにより、特に小慢受給者においては、家庭環境が本人の療養生活に大きな影響を与

えることについて学んだ。小慢受給者にとってより良い支援を行うためには、本人と家族

をアセスメントし、支援を実践することが必要であると考えた。  

次に、本事例検討会の組織への効果について、保健所と町のそれぞれの立場から考えた。 

保健所としては、 A 町の好事例を他の市町村に波及することができ、管内のレベルアッ

プのための専門的・技術的支援を行うことができる。また、小児慢性特定疾病地域協議会

の法定化等、関係者間での課題の抽出や対策の検討等の重要性が見直されてきている中、

本事例検討会では国の動向に即した事業を展開し、地域のニーズを把握することができた。 

町としては、同じニーズを持った人が町内に複数名いることを認識し、地域の課題を把

握することにより、課題解決に向けた事業化等の施策について検討することができる ２）。 

最後に、本事例検討会を今後も継続して行い、定例化することが望ましいと考える。小

児慢性特定疾病受給者証更新終了後、各町と全受給者の事例検討を行い、支援の優先度が

高い対象者を抽出し、関係者を集めて個別事例をより深く検討したい。  
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